NY「メトロポリタン」美術館展

　愛称“Met”と呼ばれる「メトロポリタン」美術館展が、東京都美術館リニューアル・オープン記念の第２弾“大地、海、空―4,000年の美の旅”と題して、開催（‘12.10.6～13.1.4）されている。

　“Met”とは、NYセントラルパークにある巨大な私立の美術館で、そのコレクションは200万点にも及び、展示品は万物の源で神秘的な「自然」を切り口とし、絵画、工芸品、彫刻、写真作品など、古代メソポタミア文明から現代にまでおよぶ世界美術の生きた「百科全書」であるとされている。

　今回の展覧会での展示品は、古代の工芸品から20世紀の写真作品までの各時代を代表する作品で、その数は「絵画54点、彫刻・工芸品66点、写真13点」と圧倒的なスケールである。

　本邦初公開でポスターに使用されているゴッホの「糸杉」は、全体にうねるような厚いタッチの筆使いと渦巻くフォルム（形）は、画伯の晩年に見られる特徴で、バックの大きな空には三日月が描かれた彼自身最高の出来栄えであると評した1889年制作の作品である。
　他に、レンブラントの「フローラ」、モネの「エトルタ」、セザンヌの「レスタックからマルセイユ湾を望む」、ドラクロワの「嵐の最中に眠るキリスト」、ゴーギャンの「水浴するタヒチの女たち」、ホッパーの「トゥーライツの灯台」など、必見の価値のある名画展覧会で見逃せないイベントである。
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